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鯖蝕治療藥に関すろ研究
（第 3 報）

歯牙溶解菌に封ずるストレプトマイシンの

作用に就て

金沢大学医学部薬物学教室（主任 石坂伸吉教授）

金沢大学医学部附属病院歯科治療室

湯   本    實

  膿血0働 Yumoto

 （昭和26年11月5日受付）

緒

余は本研究の第1報1）に於て歯牙溶解菌に対

する発育阻止物質としてオキシシアン水銀が最

も強力な作用を有するものなることを報告し

た．其の後も引続き本菌に対する発育阻IH物資

の探索を行って来た．本回図らずもスbレプト

マイシンが本菌に対し強大なる抗菌性を有しオ

キシシアン水銀に数倍するものなることを見出

した．今日迄ストレプトマイシンが編蝕治療剤

として用いられて居るや否やは明らかではない

が歯牙溶解菌に対して他に類を見ざるの効力を

言

有するをもって歯科領域に鯖蝕治療剤として注

目すべきものと信ずる。依って本研究に於ては

ストレプトマイシンの歯牙溶解菌に対する作用

をクロロマイセチン等抗生物資と比較し詳細に

其の性状について検討し，更に本菌と協同して

鰯蝕発現の起因者と見倣されている歯牙脱灰菌

に対しても如何なる態度を示すやについても検

索を行った．

 依ってその成績について報告する．

試験管内実験

第 一 実 験

i）被検菌：歯珊容解菌N2株

ii）被検物質：ストレプトマイシン㌧クロロマイセ

チン，オーレオマイシン，テラマイシン，オキシ

           第  1

被検菌＝歯牙溶解菌N2株
被検物質： 1）ストレプトマイシン

     3）オーレ’オマイシ：ゾ

     5）オキシシアン水銀

メヂウム及び後培地．

 シアン水銀．

iii）メヂウム及び後培地，1％葡萄糖ブイヨン（PH

 ＝6．8）

iv）実験術式及び成績の判定，第1報に準ずる．

1％葡萄糖ブイヨン

表

2）クロロマイセチン

4）テラマイシy
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懲
釈  亀

 倍数

1： 8000
1 ： 16000

1 ： 320eo

1 ： 64000

1 ： 128000

1 ： 256000

1 ： 512000

対  照

1 2 3 4 5

ヂ州丁壮 ・ヂ刺後馳 ・ヂウム陳鞠 ・ヂウ櫃培地 ・ヂ州麟地

24124 24124 24124 24124 24124
闇一＝一上士惜 ＝柵悪霊柵惜柵 惜辮冊乱言冊辮隅一一鴨一寸冊

（註）表中一：菌は全く発育せず培地が澄明なもの

     帯；対照と同等の発育を呈し，培地が潤濁せる場合

     十t・wH ；一一と帯との中間（以下同断）

 第1表に見る如くストレプトマイシンは，

1：128，000稀釈灌にて良く本菌を殺滅する．被

検の四つの抗生物質中zL・・一レオマイシン，テラ

マイシン之に亜ぐ，クロロマイセチンの抗菌力

は弱く1：8000液にては殺菌能力なし．而して

オキシシアン；水銀は1：64，000にて・優セこ発’育阻

止作用を呈するものなるがストレプトマイシン

被検品
被検物質

メヂウム及び後培地

の作用は更に強大であって，4倍強力である．

  第二 実 験
 i）被検菌歯牙溶解菌N2株
 ii）被検物質 1）塩酸グアノフラシン，2）ネオグ

 アノフラシソ， 3）α一5一ニトロフラルドキシム

 Na，4）β一5一ニトロフラルドキシムNa，5）α一5一

  ＝トロフリルアクロレインオキシムNa．6＞β一5一

  ニトロフリルクロレイyオキシムNa，

第  2 表
歯牙溶解菌N2殊

1）：塩酸グアノフラシソte       2）ネオグアノフラシソde

3）α一5一 二hロフラルドキシムN ec  4）β一5一・ニトロフラルドキシムNa ee

5）Ct－5一一 ニトロブリルアクvレイyオキシムNa ce

6）β一5一 ニトPブリルアクロレインオキシムNa ee

7）オキシシアン水銀

    1％葡萄糖ブイヨン

聴
1： 8000
1 ： 16000

1 ； 32000

1 ： 64000

1 ： 128000

1 ； 256000

1 ： 512000

対  照

1

φf十四
24 1 24

帯

惜

冊

冊

2

翻後培地
24 1 24

  3

1z．，，．地

24 1 24

帯

冊

冊

冊

冊

二

丁

帯

帯

柵

僻

4

凋欝
24 1 24

三

六

帯

冊

柵

冊

柵

5

疹驚培
24 1 24

帯

上

帯

柵

6

ζ刻緋
24 1 24

柵

二

三

帯

下

7

副欝
24 1 24

冊

ce ewのフラン誘導体は金沢大学薬学部三浦孝次教授の御厚意によって分譲せられたものである．
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 被検の六つのフラン誘導体について検したる

成績について見るに（第2表）塩酸グアノフラ

シン，ネオグアノフラシン等の誘導体は何れも

殆んど同等の効力を呈し1：16，000～1：32，000

倍液にて効力を発揮する．対照として用いたオ

キシシアン水銀に比し稻劣る．

i）被検菌＝歯牙溶解菌N2株
ii）被検物質： ストレプトマイシン，：塩酸グアノ

 フラシy，オキシシアン水銀の10％亜鉛華オレフ

 油軟膏，

iii）パスタの調整法並実験術式及び成績の判定：第

 2報2）に準ずる．

      第  3 表

被検菌：歯牙溶解菌N2株
被検物質：1）ストレプトマイシンパスタ

     2）塩酸グアノフラシ：ソパスタ

     3）オキシシアソ水銀パスタ

     4）亜鉛華，オレフ油パスタ

寒天平板軟膏法

      第3表に見る如く本実験に於てはオキシシア

＼諏検物質
   
 作用＼＼

発育阻止量
の幅（mm）

1 2

  10

（賜
3

3

15

4

o

ン水銀最大の発育阻止量を示し，ストレプトマ

イシンはこれに比し稽劣る，塩酸グアノフラシ

ンは前両者に比し著しく劣る．而してストレプ

トマイシンの発育阻止量はパスタの周縁より3

mm迄の範囲は完全発育阻止にして全然ゴロニ

ーを見ざるも外側7mmに至る範囲は不完全発

育阻止であって外側に至るに従って菌コロニー

は濃厚となる．然れども薬物の作用せざる部分

よりはi著しくコロ・＝一一少なし．

XFレプトマイシンの諸種グラム陰性菌に対する抗菌力と

   オキシシアン水銀の夫れと比較したる実験

 A）試験管内実験

i）被検菌ce赤痢菌（志賀花房菌）腸チフス菌（KA），

 大腸菌（学生），緑膿菌（神木），

ii）被検物質：ストレプトマイシy，オキシシアン

 水銀，

ii董）メヂウム及び後培地＝＝普通ブイヨン（PH＝

 7．4）

量v）実験術式及び成績の判定：’前項に準ず・

      第  4 表

示検菌：赤痢菌，腸チフス菌．大腸菌，緑膿菌

被検物質： 1）ストレプトそイシ：ソ

     2）オキシシアン水銀

メヂウム及び後培地：普通ブイヨγ

・  被検
＼   物質
 xX
  ＼ 作用

被検品＼

ストレプト
  マイシ：ソ

発育
阻止力

赤痢馴・・32…

難ス謝翻
緑膿菌［1；16000

殺菌力

1： 16000

1： 32000

1： 16000

1． 8000

オキシシアン

   水銀

画引囎力

1：1024000

1： 512000

1： 64000

1： 128000

1：51200

1：512000

ユ＝64000

1： 32000

 上表に見るに被検：のグラム陰性菌の何れに対

してもオキシシアン水銀著しく作用強大なるを

識る．

  B）寒天平板軟膏法

 i）被検菌：前項に準ず

ee各菌株は金沢大学医学部細菌学教室主任谷友次教授の御厚意によって御分譲して戴いたものである・
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ii）被検物質：ストレプトマイシン，オキシシア

 ン水銀の10％亜鉛華，オレフ油軟膏

iii）パスタの調製法，実験術式，成績の判定，歯牙

 溶解菌の場合と同様．

第  5 表

赤 痢 面

一チブX菌
大 腸 菌

緑 膿 菌

ストレプトマイシ
：ソ発育阻止最の幅

    （mm）

10

11

4

6

オキシシアソ水、
発育阻止最の幅
     （mm）

17

16

10

16

被検菌＝赤痢菌，腸チフス菌，大腸菌，緑膿菌

被検物質：1）ストレプトマイシyパスタ

     2）オキシシア1ゾ水銀パスタ

 被検のグラム陰性諸菌に対する滲透抗菌性は

オキシシアン水銀がストレプトマイシンに優っ

ている．

ストレプトマイシンの歯牙脱適宜に対する作用

 鯖蝕の原因の一たる歯牙脱灰菌（口腔乳酸

菌）に対してスFレプトマイシンは如何なる態

度を示すやについて試験管内実験を実施し次の

如き成績を得た．

  A）実 験 方 法

 i）被検菌：歯牙脱灰菌O：s株曇

 ii）被検物質：ニ ストレプトマイシン，オキシシア

  ン水銀

 iii）メヂウム及び後培地；無修正糖ブイヨン（PH

  ＝5．4）

 iv）実験術式及び成績の判定； 歯牙溶解菌の場合

  に準ず

  ：B）実 験 成 績

         第  6  表

 被検菌：歯牙脱灰菌03株

 被検物質：1）ストレプトマイシン

      2）オキシシアン：水銀

 メヂゥム及び後培地：無修正糖ブイヨン

1： 8000
1 ． 16000

1 ： 32000

1 ． 64000

1 ： 128000

1 ： 256000

1 ： 512000

対   照

1

メ ヂ

ウ ム

24

什

柵

柵

柵

柵

柵

七

二培
地

24

冊

冊

柵

柵

耐

湿

柵

2

メ ヂ

ウ ム

24

後培
地

24

柵

柵

柵

柵

 上表についてみるにストレプトマイシンは

1：8000液にして僅かに発育阻止作用を呈する

に過ぎず，全然殺菌能力を欠き，これに対しオ

キシシアン水銀は1：64，000液に於て発育阻止

作用を呈し，11】6，000液にて完全に殺菌する

を足る．

結

 以上述べた如く余は本研究に於てスFレプト

マイシンを詰論治療剤として実際に応用しうる

やについて検i遠し，

 ストレプトマイシンが 1）歯牙溶解菌に対

しては強力なる殺菌作用を発揮し，余が先に報

語

告し最高強力なるオキシシアン水銀を更に凌駕

するものなることを認めたが，2）歯牙脱灰菌

に対しては効力弱ぐ見るべき作用を呈せざるも

のなることを認めた．

ee：東京歯科大学細菌学教室より分与さる．
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                     文

 1）湯本実＝十全医学会雑誌，第52巻，10，11，12

合併号，1950年

 2）湯：本実：十全医学会雑誌，第52巻，1，2，3合

併号，1951年

 欄筆するに当り御指導御校閲を賜りたる教室主任石

献

坂伸吉教授並に金沢大学薬学部薬物学教窒主任三浦孝

次教授に深甚なる謝意を表す．叉各種菌株を御分譲下

された金沢大学医学部細菌学教室主任谷友次教授並に

東京歯科大学細菌学教室主任米沢和一教授に厚く感謝

す．
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